








要旨

　各市町村において、母子保健計画が策定され、その目標に向けて種々の事業が実践され

つつある。その計画のなかにも、育児をしている母親の不安の解消や、子どもの健全な心

の成長を期待するための対策の必要性を示している地域も少なくない。そのような背景の

もと、今年度から市町村の母子保健事業として、子どもの心の健康づくり対策事業が導入

された。その事業を推進する職種や人材の質的向上の必要性が指摘され、特に、規模の小

さい地域においては、その推進における人材の確保に困難なことがあり、それに必要な研

修等のあり方について検討し、研修技法、研修内容等の方向性を提示した。

　その場合、子どもの心づくり対策事業として示されている、虐待対策、出産前後の支援

対策を対象事業とした。さらに、育児上の問題発生の誘因となる母親の育児不安解消に関

する基本的対策についても検討した。


